
 

第４回 文化交流施設整備検討会 

次第 

 

 

日時：令和３年１１月２６日（金） 午後６時３０分～午後８時３０分 

場所：オンライン開催 

 

 

１ 議題 

（１）事例報告 

   ・羽生委員 

（２）前回までの振り返り 

   ・施設の性質・機能について 

   ・施設のハード面について 

   ・施設の運営について 

（３）その他 

 

【配付資料】 

・資料１…施設の性質・機能【昼間】、【夜間】 

・資料２…施設のハード面【外観】 

・資料３…施設のハード面【平面】 

・資料４…施設の運営に向けて 

 



・図書機能と体験機能が多くを占めている。
・集会機能は、他機能にも含まれている。
・無目的に立ち寄り、「居場所」となる空間がある。

第３回文化交流施設整備検討会までのまとめ①

「施設の性質・機能」【昼間】

非日常

目
的

無
目
的

日常

日

常

と

非

日

常

の

連

続

・カフェスペースで読書、

調べ学習、勉強

・ラウンジでテレワーク

・読み聞かせ会

・イベントへ参加し、

学んだことを発表

・ものづくり体験

・自由に遊んで学ぶ

・ボッチャを体験

図書機能

体験機能

居場所

・安心できる空間なので親子で

ふらっと立ち寄ってみる

・友達がいるかも、行ってみる

・自由なスペースでのんびり

・電車や高層の眺望を楽しむ

・カフェに集まりおしゃべり

資料１－１



・昼間と比べ、体験機能が減少し「居場所」空間が増える。
・図書機能の割合は、昼間とあまり差異はないが、図書機能に
  求める内容が変化する。

第３回文化交流施設整備検討会までのまとめ①

「施設の性質・機能」【夜間】

非日常

目
的

無
目
的

日常

日

常

と

非

日

常

の

連

続

図書機能

体験機能

居場所

・大人限定のものづくり

体験に参加

・最新情報に触れる

・友人主催のＷＳに参加

・普段読まない本を楽しむ

・ムーディーな雰囲気の中、

１杯楽しみながら読書

・社会人向け勉強会に参加

・景色を見ながらカフェ

・携帯で映画鑑賞やＳＮＳ

・同僚たちと軽飲食

・夜景を眺めてリラックス

・仕事後に自分の時間を満喫

・携帯で映画鑑賞やＳＮＳ

資料１－２



※施設のデザインは今後変更となる可能性があります。

第３回文化交流施設整備検討会までのまとめ②

「施設のハード面」【外観】

屋上の活用 ・施設の回遊性を高める

→商業施設とつながり、移動

時には眺望がよいエスカ

レーターを設置

・縦動線を重視

→大型エレベーターを設置

ゆとりのある天井高

（４ｍ想定）

・上層階の眺望を楽しむ

→非日常の演出

・富士山や鉄道などを眺める

ビュースポットを配置

屋根部分の活用

＜施設外部＞

・外から上層階を見て、行って

みたいと思える外観の仕掛け

・入口は施設の「顔」となる

大切な場所

地下駐車場からの

動線

資料２



・時間帯や活動内容に応じ

て柔軟に利用できる空間

・あらゆる人が使いやすく特

色のあるトイレ

・屋内でも外（自然）を感じら

れるような仕掛け

第３回文化交流施設整備検討会までのまとめ③

「施設のハード面」【平面】

柱と柱の間隔は

８～９ｍを想定

屋根部分の活用

どのエリアにも図書を置

けるように床の耐荷重を

全体に設定

・施設の回遊性を高める

→商業施設とつながり、

移動時には眺望がよい

エスカレーターを設置

・縦動線を重視

→大型エレベーターを設置

・６階から７階へ向かう際にエ

スカレーターがみえるように

すべき

周りの景色を取り込んで

非日常性を演出

資料３



第３回文化交流施設整備検討会までのまとめ④

「施設の運営に向けて」

施設の詳細・運営方法の意見聴取

検討会で施

設の骨格部

分を議論

区民ワーク

ショップの

実施

施設の運営

に反映

○施設の利用者とな

る区民へ直接声を聴

く

・アンケートだけで

はすくい取れない生

の声を引き出す。

○参加者の主体性を

確保する

・何が欲しいかを聞

くだけでなく、議論

自体を主導するよう

な状態

○区民の参画

・子どもの参画のあ

るところに大人の参

画がある。

・近隣の高校等との

連携

令和３年８月～令和４年９月 令和４年６月～令和５年３月（予定）・・・・・・

資料４


